
国
際
的
団
体
の
設
立
と
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

世
界
の
博
物
館
及
び
そ
の
関
係
者
や
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
活
動

支
援
の
為
に
、
1
9
4
6
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
博
物
館
会
議（International 

C
ouncil of M

useum
s

（IC
O

M

））で
は
、
1
9
6
7
年
に
保
存
修
復
国
際
委
員
会

（International C
ouncil of M

useum
s C

om
m

ittee for C
onservation

（IC
O

M
-

C
C

））が
11
の
専
門
分
野
に
特
化
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
共
に
発
足
し
た
。

そ
の
後
す
ぐ
に
、
そ
れ
ら
の
I
C
O
M-

C
C
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
20
世
紀

絵
画（20th-C

entury Paintings

）が
加
え
ら
れ
、
現
代
絵
画
作
品
に
用
い
ら
れ
る

多
様
な
材
料
や
技
法
、美
術
作
家
と
の
関
係
な
ど
を
含
む
現
代
美
術
の
保
存
修

復
に
お
け
る
問
題
の
喚
起
と
周
知
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。1
9
7
2
年
以

降
、I
C
O
M-

C
C
で
は
、3
年
に一
度
、国
際
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
も
個
別
に
共
同
研
究
や
会
合
を
開
催
し
て
い
る（
註
8
）。

1
9
7
0
年
代
に
は
、
用
い
ら
れ
た
材
料
の
耐
久
性
が
低
く
形
状
が
維
持
で
き

な
い
現
代
作
品
の
再
作
成
に
つ
い
て
の
議
論
、
保
存
修
復
に
用
い
ら
れ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
含
む
工
業
製
品
の
検
討
や
報
告
が
な
さ
れ
、
よ
り
視
野
が
広
が
り
学

際
的
に
な
る
契
機
と
な
っ
た（
註
9
）。
1
9
8
0
年
代
に
は
、
欧
米
の
複
数
の
異

な
る
美
術
館
や
研
究
機
関
な
ど
に
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
現
代
美
術
の
保
存
修

復
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
継
続
的
に
開
催
さ
れ
始
め
た（
註
10
）。

1
9
8
7
年
の
I
C
O
M-

C
C
シ
ド
ニ
ー
大
会
に
て
現
代
材
料（M

odern 

M
aterials

）ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
現
代
材

料
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
も
発
足
し
、
こ
れ
が
20
世
紀
絵
画
か
ら
発
展
し
た

近
現
代
美
術（C

ontem
porary A

rt

）と
合
併
さ
れ
、
現
代
材
料
と
現
代
美

術（M
odern M

aterials and C
ontem

porary Art

（M
M

C
A

））ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
I
C
O
M-

C
C
に
て
M
M
C
A
が
最
も
多
く

の
会
員
数
を
持
つ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
1
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
翌
年

は
じ
め
に

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
発
泡
体
、エ
ラ
ス
ト
マ
ー
、
繊
維
や
フ
ィ
ル
ム
な
ど
と
し
て
、

様
々
な
分
野
で
用
い
ら
れ
る
半
合
成
も
し
く
は
合
成
高
分
子
化
合
物
で
あ
る
。

今
日
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
現
代
美
術
作
品
、
デ
ザ
イ
ン
作
品
や
近
代
産

業
遺
産
は
、
伝
統
的
な
絵
画
や
彫
刻
作
品
と
同
様
に
、
美
術
館・博
物
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
科
学
技
術
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
現
代
美
術
作
品
の
保
存
修
復

　

歴
史
上
初
め
て
の
合
成
熱
可
塑
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
る
セ
ル
ロ
イ
ド
は
、ニ

ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
と
樟
脳
か
ら
生
成
さ
れ
る
。セ
ル
ロ
イ
ド
は
、1
8
7
0
年
に
実

用
化
さ
れ
商
業
生
産
が
可
能
と
な
り
市
場
に
て
流
通
し
成
功
を
収
め
た（
註
2
）。

そ
の
後
、
製
品
化
さ
れ
た
代
表
的
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
、
1
9
2
7
年
に

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
、
1
9
3
1
年
に
ポ
リ
メ
タ
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル（
ア
ク
リ
ル
）、

1
9
3
7
年
に
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
、
1
9
4
1
年
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
1
9
4
3
年
に

ポ
リ
テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
及
び
シ
リ
コ
ー
ン
、
1
9
4
7

年
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
ラ
ー
ト
、
1
9
5
7
年
に
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
、

1
9
5
8
年
に
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
。
現
在
で
は
1
9
8
0
年
代
に

開
発
さ
れ
た
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
形
状
記
憶
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
も
実

用
化
さ
れ
生
活
用
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
異
な
る
性
質
を
持
ち
加
工
性
の
高
い
様
々
な
種
類
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
容
易
に
入
手
可
能
と
な
り
、
産
業
分
野
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
美

術・デ
ザ
イ
ン
分
野
に
お
い
て
も
、
従
来
の
伝
統
的
な
材
料
の
み
な
ら
ず
、
新
し

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
美
術
作
品
の
保
存
修
復
の
流
れ
と
そ
の
事
例
（
註
1
）

池
田
芳
妃

│
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト・コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー

発
展
に
よ
り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
19
世
紀
中
期
以
降
の
我
々
の
日
常
生
活
、
文
化

や
産
業
に
劇
的
で
多
大
な
影
響
を
与
え
、
必
要
不
可
欠
な
材
料
と
な
っ
た
為
と

考
え
ら
れ
る
。
日
常
生
活
や
歴
史
的
な
出
来
事
に
関
連
す
る
社
会
的
か
つ
文
化

的
所
産
を
も
収
集
す
る
美
術
館・博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
50
年
前
と
比

較
す
る
と
、
時
代
を
映
す
鏡
と
言
え
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
作
品
の
占
め

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

保
存
修
復
の
目
的
と
必
要
性
は
、
将
来
の
世
代
へ
の
引
き
継
ぎ
、
過
去
の
技
術

と
そ
の
産
物
の
保
存
、
調
査・研
究
の
対
象
や
鑑
賞
の
楽
し
み
な
ど
の
よ
う
に
、

そ
の
他
の
文
化
的
所
産
の
保
存
修
復
の
意
義
と
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

く
紹
介
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
動
向

は
1
9
2
0
年
代
初
頭
か
ら
始
ま
り
、
当
時
、
積
極
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い

始
め
た
美
術
作
家
を
代
表
す
る
一
人
に
20
世
紀
の
彫
刻
美
術
に
寄
与
し
た
ナ
ウ

ム・ガ
ボ（N

aum
 G

abo, 1890-1977

）が
挙
げ
ら
れ
る（
図
1
）。
1
9
3
0
年
代

以
降
、
ガ
ボ
は
過
去
に
制
作
し
た
自
身
の
作
品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
構
成
材
料
の

変
化

│
劣
化

│
に
気
が
付
い
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
光
沢
の
低
下
、

黄
変
や
変
形
を
懸
念
し
た
彼
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
は
異
な
る
種
類
の
新
し

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
、
も
し
く
は
金
属
な
ど
の
代
替
材
料
を
用
い
て
部
品
の

交
換
や
作
品
の
修
復
や
再
制
作
を
行
っ
て
い
る（
註
3
）。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

用
い
た
ガ
ボ
の
作
品
は
1
9
8
0
年
代
後
半
以
降
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
を
用
い

た
現
代
美
術
作
品
の
保
存
修
復
に
お
い
て
継
続
し
た
調
査・研
究
対
象
と
な
り
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
科
学
的
調
査
、
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
作
品
の
再
制

作
、ア
ー
カ
イ
ブ
や
著
作
権
に
つ
い
て
な
ど
の
複
数
の
学
術
的
成
果
が
発
表
、
共

有
さ
れ
て
い
る（
註
4
）。

　
一
般
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
主
に
光
、
紫
外
線
、
酸
素
、
水
や
熱
が
起
因
し
、

製
造
直
後
か
ら
化
学
構
造
の
崩
壊
す
な
わ
ち
劣
化
が
始
ま
る
為
、
伝
統
的
な

絵
画
や
彫
刻
作
品
に
用
い
ら
れ
る
石
材
、
木
材
や
顔
料
と
いっ
た
材
料
と
比
較

す
る
と
、
劣
化
の
兆
候
が
製
造
後
か
ら
短
い
期
間
で
現
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

ほ
と
ん
ど
の
美
術
館・博
物
館
に
お
い
て
、
作
品
に
用
い
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

材
料
の
弾
性
や
光
沢
の
低
下
、べ
た
つ
き
、ひ
び
、
割
れ
や
粉
末
化
な
ど
の
劣
化

症
状
を
目
に
す
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う（
図
2
）。
こ
の
よ
う

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
作
品
の
問
題
に
つ
い
て
、
保
存
修
復
の
視
点
か
ら
強

い
関
心
を
持
っ
て
国
際
的
に
広
く
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
1
9
8
0

年
代
後
半
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
保
存
修
復
の
歴
史
と
発
展
は
、
現
代
美
術
の
保

存
修
復
の
そ
れ
ら
と
呼
応
し
、
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
1
9
5
4
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
の
グ
ラ
ッ
ク（G

luck, 1895-

1978

）に
よ
っ
て
、
絵
画
制
作
に
用
い
た
大
量
生
産
さ
れ
た
市
販
の
油
絵
具
の
不

安
定
な
品
質
、
及
び
過
去
2
0
0
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
伝
統
的
絵
画
材

料
の
量
産
に
お
け
る
質
の
低
下
と
存
続
の
難
し
さ
が
、
イ
ギ
リ
ス
博
物
館
協
会

（M
useum

s Association

）の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
会
に
て
報
告
さ
れ
た（
註
5
）。グ

ラ
ッ
ク
の
発
表
は
、美
術
館・博
物
館
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
広
範
囲
な
ト
ピ
ッ

ク
を
議
論
す
る
学
会
に
て
、
特
に
保
存
修
復
分
野
に
携
わ
る
コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー
に

向
け
て
問
題
を
提
起
し
た
、実
際
に
制
作
活
動
を
行
う
美
術
作
家
に
よ
る
最
初

の
報
告
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
1
9
6
0
年
に
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
美
術
館
の
コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー
で
、
美
術
作
家
や
美
術
館
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
キ
ャ
ロ
リ
ン・ケ
ッ
ク（C

aroline Keck, 1908-2007

）

は
、
天
然
材
料
と
合
成
材
料
を
併
用
し
た
作
品
に
お
け
る
急
速
な
劣
化
の
発

生
を
報
告
し
、
安
定
し
た
耐
久
性
の
あ
る
材
料
や
技
術
の
情
報
を
コ
ン
サ
ヴ
ァ

タ
ー
が
美
術
作
家
と
共
有
す
る
こ
と
に
言
及
し
た（
註
6
）。
こ
の
提
案
に
つ
い
て

は
1
9
7
0
年
代
後
半
ま
で
議
論
が
さ
れ
、
美
術
作
家
の
材
料
や
技
術
の
選
択

は
創
造
性
を
実
現
す
る
為
で
あ
り
、
制
作
の
際
に
は
構
成
材
料
の
安
定
性
や
耐

久
性
を
優
先
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
将
来
、
作
品
の
損
傷
や
劣
化
が
発
生
し
た

際
に
問
題
を
コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー
と
共
に
処
置
可
能
で
あ
ろ
う
と
す
る
見
解
に
至
っ

た
。
そ
し
て
、コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー
が
美
術
作
家
に
保
存
修
復
に
つい
て
の
意
見
を
調

査
す
る
、
将
来
の
維
持
管
理
の
為
に
作
品
の
制
作
方
法
を
含
む
ド
キ
ュメ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
後
年
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
現
代
美
術
の
保
存
修
復
の
課
題

に
繋
が
る
意
見
交
換
や
調
査
活
動
が
行
わ
れ
た（
註
7
）。

の
1
9
8
8
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
存
修
復
協
会（Scottish Society for 

C
onservation and R

estoration

）に
よ
っ
て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
て
開
催
さ
れ
た

「
近
現
代
有
機
材
料
会
議（M

odern O
rganic M

aterials M
eeting

）」で
は
、

産
業
技
術
の
発
達
と
高
分
子
化
合
物
の
劣
化
、材
料
の
同
定
方
法
、天
然
ゴ
ム

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
材
料
と
す
る
文
化
財
や
美
術
作
品
の
保
存
修
復
に
つい
て
の

研
究
や
事
例
が
発
表
さ
れ
た
。そ
し
て
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
作
品
の
保
存
修

復
が
新
し
い
分
野
、
な
お
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
た（
註
11
）。

1
9
9
1
年
に
カ
ナ
ダ
保
存
修
復
研
究
所（C

anadian C
onservation Institute

（C
C

I

））が
オ
タ
ワ
に
て
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
20
世
紀
を
救
う
：
近
現
代
材

料
の
保
存
修
復（Saving the 20th C

entury: The C
onservation of M

odern 

M
aterials

）」で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
含
む
比
較
的
に
新
し
く
開
発
さ
れ
た
合

成
材
料
を
テ
ー
マ
に
、
産
業
遺
産
か
ら
現
代
美
術
作
品
に
か
け
て
の
保
存
修
復

図1：ナウム・ガボ　《Linear Construction in Space No. 1》　1942-1949年　アート・ギャラリー・オブ・オン
タリオ蔵 （筆者撮影）

図2：劣化前（左）と劣化後（右）のポリウレンタンフォーム （筆者撮影）
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明
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ド
レ
ス
は
、
当
時
大
変
流
行
し
た
デ
ザ
イ
ン

で
、
大
量
生
産
さ
れ
市
場
に
流
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た（
図
3
）。
ド
レ
ス
の
布
地

は
、
薄
い
発
泡
体
の
シ
ー
ト
を
2
枚
の
ア
ク
リ
ル
も
し
く
は
ア
ク
リ
ル
と
羊
毛
混

合
の
ニ
ッ
ト
布
地
に
よ
っ
て
挟
ん
だ
層
状
の
構
造
体
で
あ
り
、
調
査
時
に
は
、
挟

ま
れ
た
発
泡
体
シ
ー
ト
が
劣
化
し
粉
状
に
な
っ
た
も
の
が
、ニ
ッ
ト
布
地
の
編
み

状
を
目
に
す
る
こ
と
が
、
日
常
生
活
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
用
い
た
フ
ァッ
シ
ョ
ン
作
品
の
保
存
修
復
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

2
0
0
2
年
か
ら
2
0
0
3
年
、ロ
ン
ド
ン
博
物
館（M

useum
 of London

）の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
1
9
6
0
年
代
に
制
作
さ
れ
た
4
点
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
ド

レ
ス
に
つ
い
て
、
用
い
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
同
定
及
び
劣
化
過
程
の
解

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
フ
ァッ
シ
ョ
ン
作
品
の
保
存
修
復
の
事
例
研
究

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
基
本
的
に
製
造
直
後
か
ら
化
学
構
造
の
崩
壊
が
始
ま
る

が
、
適
し
た
保
存
環
境
に
て
作
品
を
保
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
劣
化
の
速
度

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
劣
化
を
免
れ
る
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
多
く
の
服
飾
に
採
用
さ
れ

て
い
る
為
、
服
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
靴
の
底
の
黄
変
、
剥
離
や
崩
壊
と
いっ
た
症

る
欧
州
委
員
会
の
助
成
を
受
け
た
国
際
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
美
術
館・博
物
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
文
化
遺
産
の
保
存（Preservation of Plastic 

Artefacts in M
useum

 C
ollection

（PO
PART

））」が
進
め
ら
れ
た
。
ポ
リ
ウ
レ

タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
科
学
的
な
評
価
や
介
入
的

処
置
に
つ
い
て
、
学
際
的
に
調
査・研
究
が
行
わ
れ
成
果
が
報
告
さ
れ
た（
註
20
）。

2
0
1
8
年
に
は
、
1
9
9
5
年
か
ら
97
年
の「M

odern A
rt: W

ho 
C

ares?

」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
発
足
し
活
動
を
継
続
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
の

S
B
M
K
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
保
存
修
復
及
び「M

odern Art: W
ho 

C
ares?

」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
考
察
を
含
む
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
現
代
美
術
保
存

修
復
に
て
活
動
す
る（SB

M
K

 Sum
m

it on (inter)national collaboration, 

Acting in C
ontem

porary Art C
onservation

）」が
開
催
さ
れ
た
。
約
20
年
前

に
発
表
さ
れ
た
保
存
修
復
方
針
策
定
と
そ
の
評
価
・
決
定
に
つ
い
て
の
再
考
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
美
術
作
家
へ
の
聞
き
取

り
調
査
の
更
新
、
作
家
と
の
再
制
作
、
倫
理
や
哲
学
的
理
論
な
ど
が
報
告
さ

れ
た（
註
21
）。
2
0
1
9
年
に
は
、リ
ス
ボ
ン
に
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
文
化

遺
産
協
会（Plastics H

eritage European Association

）及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
科

学
技
術
史
セ
ン
タ
ー（Portuguese C

enter for the H
istory of Science and 

Technology

）に
よ
っ
て
、コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
文
化
遺
産
会
議
：
歴

史
、
限
界
、
そ
し
て
可
能
性（Plastics H

eritage C
ongress: H

istory, Lim
its 

and Possibilities

）」が
開
催
さ
れ
、
2
0
2
0
年
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
イ
ギ

リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学（U

niversity of C
am

bridge M
useum

s

）と
ド
イ
ツ

の
複
数
の
美
術
館・博
物
館（Leibniz Research M

useum
s

）に
よ
っ
て
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス「
危
機
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
：
文
化
財
に
お
け
る
高
分
子
化
合
物
の

保
存
修
復
に
焦
点
を
当
て
て（Plastics in Peril: Focus on C

onservation of 

Polym
eric M

aterials in C
ultural H

eritage

）」が
共
同
開
催
さ
れ
た（
註
22
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
文
化
的
所
産
の
保
存
修
復
は
、
そ
の

他
の
文
化
的
所
産
の
保
存
修
復
と
同
様
に
、
課
題
に
取
り
組
む
為
に
継
続
し
て

学
際
的
な
調
査・研
究
や
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

焦
点
が
当
て
ら
れ
た（
註
15
）。
1
9
9
9
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
た
コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー
や
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
を
中
心
に
、
現
代
美
術
の
保
存
修
復

の
知
識
や
技
術
、
今
後
の
調
査
・
研
究
の
情
報
を
発
信
・
共
有
す
る
為
に
、
現

代
美
術
の
保
存
修
復
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（International N

etw
ork for the 

C
onservation of C

ontem
porary Art（IN

C
C

A

））が
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
初

よ
り
I
N
C
C
A
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
現
代
美
術
の
保
存
修
復
に
関
す
る
様
々

な
情
報
が
発
信
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
誰
も
が
よ
り
容
易
に
そ
れ
ら
の
内
容

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る（
註
16
）。

2
0
0
3
年
か
ら
2
0
0
5
年
、ア
ク
サ（AXA

）ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
芸
術
：
不
確
か
な
成
功
物
語（Plastic Art: A Precarious Success 

Story

）」で
は
、
保
険・金
融
会
社
で
あ
る
ア
ク
サ
が
ド
イ
ツ
の
町
、
ヴ
ァ
イ
ル・ア

ム・ラ
イ
ン
の
ヴ
ィ
ト
ラ・デ
ザ
イ
ン・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（Vitra D

esign M
useum

）の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
美
術
作
品
や
家
具
の
保
存
修
復

処
置
、
材
料
の
性
質
や
劣
化
な
ど
の
調
査
を
支
援
し
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

作
品
の
収
集
意
義
、
文
化
的
背
景
や
現
代
社
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
強
調

さ
れ
た（
註
17
）。
2
0
0
7
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア・ア
ン
ド・ア
ル
バ
ー
ト

博
物
館（Victoria and Albert M

useum

）が
開
催
し
た
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
：
未
来
を
見
つ
め
過
去
か
ら
学
ぶ（Plastics: Looking at the Future 

and Learning from
 the Past

）」で
は
、
1
0
0
年
近
く
前
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材

料
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
家
具
の
材
料
の
科
学
分
析
及
び
保
存
修
復
処
置
事

例
か
ら
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
彫
刻
作
品
の
3
次
元
計
測
方
法
や
美
術
作
家
に
よ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
耐
久
性
の
報
告
な
ど
が
発
表
さ
れ
た（
註
18
）。
2
0
0
9

年
か
ら
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
デ
ザ
イ
ン・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（D

ie N
eue Sam

m
lung/

D
esign M

useum
）が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
み
な
ら
ず
新
し
い
保
存
修
復
処

置
技
術
、
科
学
的
調
査
、
デ
ザ
イ
ン
及
び
現
代
美
術
作
品
の
保
存
修
復
に
つ
い

て
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス「
未
来
の
議
論（Future Talks

）」を
2
年
ご
と
に
開
催
し
て

お
り
、
そ
の
テ
ー
マ
や
報
告
の
内
容
の
範
囲
は
拡
大
し
続
け
て
い
る（
註
19
）。

　

な
お
、
2
0
0
7
年
か
ら
2
0
1
3
年
ま
で
、
8
カ
国
か
ら
の
12
団
体
に
よ

に
つ
い
て
の
報
告
と
議
論
が
交
わ
さ
れ
た（
註
12
）。こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
っ
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
範
囲
に
わ
た
る
社
会
的
、
文
化
的

所
産
の
保
存
修
復
は
、
さ
ら
に
そ
の
重
要
性
と
特
異
性
が
認
識
さ
れ
る
新
た
な

契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
以
降
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
及
び
現
代
美
術
の
保
存
修
復
に
つ
い
て
の
調
査・

研
究
は
、よ
り
国
際
的
、
そ
し
て
、よ
り
学
際
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
代
表
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
9
9
5
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
テ
イ
ト・ギ
ャ
ラ
リ
ー（Tate G

allery

）に
よ
っ
て
開

催
さ
れ
た
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス「
大
理
石
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ま
で
：
近
現
代
彫
刻

の
保
存
修
復（From

 M
arble to C

hocolate: The C
onservation of M

odern 

Sculpture

）」で
は
、
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
石
材
な
ど
の
伝
統
的
な
材
料

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
食
品
を
用
い
た
近
現
代
彫
刻
及
び
立
体
作
品
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
た（
註
13
）。
1
9
9
5
年
か
ら
1
9
9
7
年
に
は
、
ク
レ
ラ
ー・ミ
ュ

ラ
ー
美
術
館（K

röller-M
üller M

useum

）や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
立
美
術
館

（Stedelijk M
useum

）な
ど
の
オ
ラ
ン
ダ
の
複
数
の
美
術
館
が
中
心
と
な
り
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
現
代
美
術
：
誰
が
気
に
す
る
？（M

odern Art: W
ho 

C
ares?

）」が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
共
同
研
究
チ
ー
ム
が
他
国
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
て
遂
行
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
現
代
美
術
の
保
存

修
復
に
関
す
る
倫
理
、理
論
、法
律
、美
術
家
と
の
関
係
、ド
キ
ュメ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
構
成
材
料
の
性
質
な
ど
を
徹
底
的
に
議
論
し
、
方
法
論
を
提
案
す
る
な

ど
、こ
の
分
野
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、こ
の
共
同
研
究
チ
ー
ム
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
の
為
に
、
オ
ラ
ン
ダ
現
代
美
術
保
存
修
復
財
団（N

etherlands 

Foundation for the C
onservation of C

ontem
porary Art (SB

M
K

)

）を

設
立
し
た（
註
14
）。
1
9
9
8
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ゲ
テ
ィ
保
存
修
復
研
究
所

（G
etty C

onservation Institute

）に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス「
必

滅
、
不
滅
か
？ 

20
世
紀
美
術
の
遺
産（M

ortality Im
m

ortality?: The Legacy 

of 20th-C
entury Art

）」で
は
、
美
術
家
の
意
図
や
維
持
で
き
な
い
材
料
の
使

用
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
な
ど
を
含
む
現
代
美
術
の
保
存
修
復
の
理
論
と
倫
理
に

目
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
状
態
で
あ
っ
た
為
に
、
も
は
や
着
装
や
展
示
に
は
適
さ
な

く
な
っ
て
い
た
。
材
料
分
析
の
結
果
、
発
泡
体
は
加
水
分
解
が
発
生
す
る
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
系
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
と
判
明
し
、
高
中
低
度
の
異
な
る
設
定
の
相
対
湿
度

及
び
酸
素
濃
度
の
も
と
、
こ
の
材
料
の
劣
化
の
再
現
試
験
を
行
い
、
加
水
分
解

が
酸
化
よ
り
も
顕
著
で
あ
り
、
低
湿
度
及
び
低
酸
素
下
で
の
保
存
環
境
が
劣
化

の
速
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。

　
こ
の
事
例
で
は
、
接
着
や
縫
合
な
ど
の
介
入
的
な
処
置
は
物
理
的
に
現
実
的

で
は
な
く
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
ド
キ
ュメ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
、
低
相
対
湿

度
で
の
保
管
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
の
劣
化
過
程
に
て
放
散
さ
れ
る
酸
性
ガ
ス
か
ら

酸
性
物
質
に
影
響
さ
れ
易
い
材
料
を
用
い
た
他
の
作
品
の
隔
離
、
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
為
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
と
そ
の
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
同
定
な
ど
が
提
案

さ
れ
た
。
ま
た
、
激
し
い
劣
化
の
為
に
構
成
材
料
が
崩
壊
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形

状
や
外
観
が
保
て
な
い
為
に
展
示
に
は
適
さ
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
ド
レ
ス
を

調
査・研
究
の
対
象
と
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
と
し
て
と
ど
め
る
こ
と
も
強

く
提
案
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、こ
れ
ら
の
ド
レ
ス
は
1
9
6
0
年
代
の
典
型
的

な
フ
ァッ
シ
ョ
ン
の
流
行
を
示
す
と
共
に
、
産
業
技
術
の
革
新
に
よ
る
発
泡
体
ポ

リ
ウ
レ
タ
ン

│
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

│
の
大
量
生
産
及
び
加
工
技
術
の
向
上
、

そ
し
て
、フ
ァッ
シ
ョ
ン
産
業
に
お
い
て
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
か
ら
大
量
生
産
及
び

大
量
消
費
へ
の
移
行
を
示
し
、
当
時
の
社
会
的
背
景
と
文
化
を
証
言
す
る
も
の

だ
か
ら
で
あ
る（
註
23
）。

2
0
1
6
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館（T

he 

M
etropolitan M

useum
 of Art

）の
服
飾
研
究
所（The C

ostum
e Institute

）に

て
、
20
世
紀
か
ら
21
世
紀
の
異
な
る
時
期
を
代
表
す
る
3
人
の
女
性
デ
ザ
イ

ナ
ー
、エ
ル
ザ・ス
キ
ャ
パ
レ
ッ
リ（Elsa Schiaparelli, 1890-1973

）、ベ
ス・レ
ヴ
ィ

ン（B
eth Levine, 1914-2006

）、
川
久
保
玲（1942-

）に
よ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

用
い
た
作
品
に
つ
い
て
、
彼
女
ら
の
意
図
と
作
品
の
意
味
の
理
解
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
材
料
の
同
定
や
作
品
の
保
存
に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
は
、
実
験
的
で
斬
新
な
作
品
を
制
作
す
る
為
に
用
い
る（
ス
キ
ャ
パ
レ
ッ
リ

と
レ
ヴ
ィ
ン
に
と
っ
て
は
当
時
新
し
く
紹
介
さ
れ
た
）プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
に
つ
い
て
、
異

な
る
考
え
や
意
味
を
見
つ
け
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
キ
ャ
パ
レ
ッ
リ
と

レ
ヴ
ィ
ン
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
思
い
描
い
た
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
時
代
の
先
端
を
行
く
自
由
自
在
な
材
料
と
認
め
て
い
た
。
特
に
1
9
6
0

年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
て
活
躍
し
た
レ
ヴ
ィ
ン
に
と
っ
て
は
、
自
由
と
多
様
性
を
象

徴
す
る
材
料
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
1
9
9
0
年
代
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
を
多

用
す
る
よ
う
に
な
る
川
久
保
に
と
っ
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
特
徴
の
あ
る
彫
刻

の
よ
う
な
作
品
を
、
創
造
的
過
程
の
速
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
創
出
す
る

為
の
手
段
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
違
い
は
、
彼
女
ら
の
活
動

時
期
、
す
な
わ
ち
社
会
的・文
化
的
背
景
が
重
複
し
な
い
こ
と
が
基
因
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

　

科
学
的
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
3
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
靴
や
ド

レ
ス
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
同
定
や
状
態
の
評
価
が
行
わ
れ
、
ド
キ
ュメ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
保
存
環
境
に
つ
い
て
提
案
が
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
ス
キ
ャ
パ
レ
ッ
リ
が

1
9
3
8
年
に
制
作・発
表
し
た
、
透
明
の
セ
ル
ロ
ー
ス
ア
セ
テ
ー
ト
製
の
イ
ブ
ニ

ン
グ
ベ
ル
ト
2
点
で
は
、
両
方
と
も
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
同
一
デ
ザ
イ
ン
の
も

の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
1
点
は
制
作
当
時
の
様
相
を
思
わ
せ
る
外
観
を

保
ち
、
も
う
片
方
は
亀
裂
、
変
形
や
黄
変
が
発
生
し
、ベ
ル
ト
と
し
て
の
機
能

が
失
わ
れ
て
い
た（
図
4
、5
）。
こ
の
よ
う
な
現
在
の
状
態
の
違
い
は
、
材
料
分
析

の
結
果
、ベ
ル
ト
の
制
作
時
の
可
塑
剤
の
配
合
が
著
し
く
異
な
っ
た
為
に
発
生
し

た
と
検
証
さ
れ
た
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
か
つ
て
の
所
有
者
が
良
好
な
状
態
の
ベ

ル
ト
を
着
装
せ
ず
に
、
劣
化
を
呈
す
る
も
の
を
着
装
専
用
と
し
た
こ
と
も
、
前

者
が
劣
化
を
助
長
す
る
物
理
的
な
衝
撃
を
免
れ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
こ

図4：良好な状態のイブニングベルト

図5：劣化が顕著なイブニングベルト

図3：ポリウレタンの発泡体シートをニット地で挟んだミニドレス　1960年代  ロンドン
博物館蔵  ©Doon Lovett, 2003

図4, 5：Evening belt by Elsa Schiaparelli. ca.1938. Brooklyn Museum 
Costume Collection at The Metropolitan Museum of Art, gift of the 
Brooklyn Museum, 2009; gift of Millicent Huttleston Rogers, 1951 (図
4: 2009.300.3135, 図5: 2009.300.2764). © The Metropolitan Museum of 
Art. Image source: Art Resource, NY.
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https://dnstdm
.de/en/future-talks/ （

ア
ク
セ
ス
日 2021/07/31

）.

20
：Preservation of Plastic A

rtefacts in M
useum

 C
ollections, eds. 

Bertrand Lavédrine, Alban Fournier, and G
. M

artitn (Paris, C
om

ité des 
Travaux H

istoriques et Scientifiques, 2012). 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
国
立
研

究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
が
3
D
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
画
像
分
析
に
て
協
力
し
た
。コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
は
、2
0
1
2
年
3
月
7
〜
9
日
に
パ
リ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

21
：
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
中
央
博
物
館（C

entraal M
useum

）、
オ
ラ
ン
ダ
文
化
遺
産

庁（C
ultural H

eritage Agency of the N
etherlands

）、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
立
美

術
館
に
て
、
2
0
1
8
年
11
月
14
〜
16
日
に
開
催
さ
れ
た
。https://w

w
w

.sbm
k.nl/en/

activities/sbm
ksum

m
it （

ア
ク
セ
ス
日 2021/07/31

）.

22
：「Plastics H

eritage C
ongress

」は
、
2
0
1
9
年
5
月
29
〜
31
日
に
開
催
さ
れ

た
。
日
本
か
ら
は
東
京
藝
術
大
学
の
東
森
麻
理
奈
、
塚
田
全
彦
の“M

aterial Analysis of 
Anim

ation C
els Produced in Early 1990s Before the D

igital Era ”

が
発
表
さ

れ
た
。http://plasticsheritage2019.ciuhct.org/ （
ア
ク
セ
ス
日 2021/06/30

）.

「Plastics in Peril

」は
、
2
0
2
0
年
11
月
16
〜
19
日
に
開
催
さ
れ
た
。
全
て
の
発
表

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。https://w

w
w

.m
useum

s.cam
.ac.uk/

blog/2021/05/18/plastics-in-peril-conference-videos-go-live/ （
ア
ク
セ
ス
日 

2021/06/30

）.

23
：D

oon Lovett and D
inah Eastop, “The D

egradation of Polyester 
Polyurethane: Prelim

inary Study of 1960s Foam
-Lam

inated D
resses, ” 

Studies in C
onservation 49, sup 2 (2004): 100-104, doi: 10.1179/

sic.2004.49.s2.022.

24
：Leanne Tonkin, “Visionary D

esign Practices: Preserving Plastics and 
D

esigners ’ Intent in C
ollections of M

odern and C
ontem

porary Fashion,” 
Journal of the Institute of C

onservation 40, no.2 (Jun 2017): 152-167, 
doi: 10.1080/19455224.2017.1321561.

25
：
現
代
美
術
の
保
存
修
復
に
お
け
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト・バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
理
解
及
び
評

価
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
を
参
照
の
こ
と
。 R

enee van de Vall, H
anna 

Hölling, Tatja Scholte and Sanneke Stigter, “Reflections on a Biographical 
Approach to Contem

porary Art Conservation, ” in ICO
M

-CC: 16th Triennial 
Conference, Lisbon, 19-23 Septem

ber 2011: preprints [cd-rom
], Ed. Janet 

Bridgland (Alm
ada: C

ritério, 2011); and Barbara Appelbaum
, “Section 

I C
haracterizing the O

bject, ” in C
onservation Treatm

ent M
ethodology, 

(O
xford and Burlington: Elsevier Butterw

orth-Heinem
ann, 2007), 3-168.

26
：
こ
の
展
覧
会
は
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
て
1
9
9
9
年
4
月
6
日
〜
6
月
6
日
、
東

京
都
現
代
美
術
館
に
て
1
9
9
9
年
8
月
7
日
〜
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
。

27
：（
編
）京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団
、
株
式
会
社
福
本
事
務
所
、

『
身
体
の
夢
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 

O
R 

見
え
な
い
コ
ル
セ
ッ
ト
』第
4
版
、
京
都
服
飾
文
化
研
究
財

団
、
2
0
0
9
：
1
4
6-

1
4
9
、
2
0
2
。

シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割
や
意
義
の
変
化
、
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
と
そ

の
方
法
の
更
新
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
制
作
者
の
意
図
、
材
料
と
制
作
技

術
、
社
会
的・文
化
的
背
景
を
反
映
し
影
響
を
受
け
る
作
品
の
役
割
や
意
義
の

変
化
、
所
有
者
の
変
更
と
そ
れ
に
関
連
す
る
作
品
の
価
値
判
断
な
ど
の
作
品
の

来
歴

│
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト・バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー（O

bject Biography

）│
の
更

新
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
力
説
し
て
い
る（
註
25
）。

註1
：
本
稿
は
主
に
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。P

lastics: Looking at the Future 
and Learning from

 the Past, Papers from
 the C

onference held at the 
Victoria and Albert M

useum
, London 23-25 M

ay 2007, eds. B
renda 

Keneghan and Louise Egan (London: Archetype Publications, 2008); 
Yvonne Shashoua, C

onservation of P
lastics: M

aterials Science, 
D

egradation and Preservation (O
xford and Burlington: Elsevier, 2008); 

Friederike W
aentig, Plastics in Art: A Study from

 the C
onservation Point 

of View
 (Petersburg: M

ichael Im
hof Verlag, 2008).

2
：
セ
ル
ロ
イ
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ジ
ョ
ン・
ウ
ェ
ズ
リ
ー・ハ
イ
ア
ッ
ト（John 

W
esley H

yatt, 1837-1920

）に
よ
っ
て
、
命
名
、
製
品
化
さ
れ
、
汎
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー・パ
ー
ク
ス（Alexander Parkes, 1818-

1890

）に
よ
っ
て
、
す
で
に
1
8
5
6
年
に
は
パ
ー
ク
シ
ン（Parkesine

）と
い
う
製
品
名
で
、

セ
ル
ロ
イ
ド
の
合
成
と
製
品
化
は
行
わ
れ
て
い
た
が
商
業
的
な
成
功
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

3
：Christina Lodder, “N

aum
 G

abo and the Q
uandaries of the Replica,” 

Tate Papers, no.8 (Autum
n 2007), http://w

w
w

.tate.org.uk/research/
publications/tate-papers/08/naum

-gabo-and-the-quandaries-of-the-
replica （

ア
ク
セ
ス
日 2021/06/30

）.

4
：
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
館
の
テ
イ
ト（Tate

）で
は
、
保
存
修
復
部
門
を
中
心
に
美
術

史
、
理
論
、
倫
理
、
法
律
、
ア
ー
カ
イ
ブ
、
材
料
分
析
や
修
復
技
術
な
ど
に
つ
い
て
多
角
的
で

学
際
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、https://w

w
w

.tate.org.uk/about-us/
projects/gabo-archives, https://w

w
w

.tate.org.uk/research/publications/
tate-papers/08, https://w

w
w

.tate.org.uk/research/reshaping-the-
collectible

な
ど
を
参
照
の
こ
と（
ア
ク
セ
ス
日 2021/06/30
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5
：G

luck, “The D
ilem

m
a of the P

ainter and C
onservator in the 

Synthetic Age ”, The M
useum

s Journal 54, no.6 (Sept 1954): 149-158, 
G

luck (M
iss H

. G
luck), “The Im

perm
anence of Paintings in R

elation 
to Artists ’ M

aterials,” Journal of the R
oyal Society of Arts 112, no. 

5093 (1964): 335-52. http://w
w

w
.jstor.org/stable/41369344

（
ア
ク
セ
ス
日 
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6
：Caroline Keck, “C

onservation of C
ontem

porary Art,” M
useum

 N
ew

s 
38, no.5 (1960): 34-37.

ケ
ッ
ク
は
、
文
化
財
保
存
修
復
分
野
に
て
長
期
間
に
わ
た
り
多
大
に
貢
献
し
、
大
学
で
の
保
存

修
復
コ
ー
ス
の
設
置
、
保
存
科
学
か
ら
保
存
倫
理・理
論
、
博
物
館
運
営
、
絵
画
や
テ
キ
ス
タ

イ
ル
、
現
代
美
術
な
ど
ま
で
に
つ
い
て
の
書
籍
や
論
文
を
発
表
し
た
。Joyce H

ill Stoner, 
“C

aroline Keck 1908–2007,” Studies in C
onservation 53, no.1 (2008): 73-

75, doi: 10.1179/sic.2008.53.1.73.

7
：W

aentig, Plastics in Art, 114, 115.

8
：IC

O
M

 C
om

m
ittee for C

onservation: Fifty Years 1967-2017, ed. 
C

arla N
unes (Paris: International C

ouncil of M
useum

s C
om

m
ittee for 

C
onservation, 2017), 13, 14, 31-35. http://w

w
w
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uploaded/docum

ents/IC
O

M
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C
_50_years_FIN
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9
：S

tew
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ontem

porary A
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│ C
onservation and 

Reconstruction, ” Journal of the International Institute for C
onservation 

C
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aentig, Plastics, 115-119.

10
：
1
9
8
0
年
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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現
代
美
術
の
保
存
修
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onservation 
of C

ontem
porary Art

）」が
、オ
タ
ワ
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カ
ナ
ダ
国
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美
術
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of C
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）に
て
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1
9
8
4
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に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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近
現
代
絵
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保
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修
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C
onservation of M

odern Paintings

）」が
、ロ
ン
ド
ン
の
テ
イ
ト・ギ
ャ
ラ
リ
ー（Tate 

G
allery

）に
て
開
催
さ
れ
た
。W

aentig, Plastics, 117-119.
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：Scottish Society for C

onservation and Restoration, M
odern O

rganic 
M

aterials M
eeting, Preprints of the M

eeting, Edinburgh, U
K, 14-15 April 

1988 (Edinburgh: Scottish Society for C
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entieth C

entury: The 
C

onservation of M
odern M

aterials, Proceedings of the C
onference, 

O
ttaw

a, C
anada, 15-20 Septem

ber 1991, ed. D
avid W

. G
rattan (O

ttaw
a: 

C
anadian C

onservation Institute, 1993).

13
：Tate G

allery, From
 M

arble to C
hocolate: The C

onservation of 
M

odern Sculpture, Tate G
allery C

onference,  18-20 Septem
ber 1995, 

ed. Jackie H
eum

an (London: Archetype Publications, 1995).

14
：The Foundation for the C

onservation of M
odern art and the 

N
etherlands Institute for C

ultural H
eritage, A

m
sterdam

, M
odern 

Art: W
ho C

ares?, Proceedings of the C
onference, Am

sterdam
, 8-10 

Septem
ber 1997, eds. Ijsbrand H

um
m

elen and D
ionne Sillé, (London: 

Archetype Publications, 2005).

15
：G

etty C
onservation Institute, M

ortality Im
m

ortality?: The Legacy 
of the 20th-C

entury Art, ed. M
iguel Angel C

orzo (Los Angeles: G
etty 

Publications 1999).

16
：
I
N
C
C
A
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。http

s://w
w

w
.incca.o

rg
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ク
セ
ス
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2021/07/31
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17
：Albus et al, Plastic Art: A Precarious Success Story (C

ologne: AXA 
Art, 2007).

18
：Plastics: Looking at the Future and Learning from

 the Past, Papers 
from

 the C
onference held at the Victoria and Albert M

useum
, London 

23-25 M
ay 2007, eds. B

renda Keneghan and Louise Egan (London: 
Archetype Publications, 2008).

19
：
保
存
修
復
部
門
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
過
去
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
情
報
が
閲
覧
で
き
る
。

で
も
、
劣
化
が
進
行
し
た
ベ
ル
ト
は
、
も
は
や
着
装
や
展
示
に
は
適
さ
な
い
も
の

の
、
調
査・研
究
の
為
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
、
そ
し
て
、
科

学
的
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
情
報
、
か
つ
て
の
所
有
者
の
意
向
、
美
術
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
新
し
い
立
場
と
価
値
を
含
む
、ベ
ル
ト
が
現
在
の
劣
化
状

態
に
至
っ
た
経
緯
を
来
歴
に
加
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
役
割
の
変
更
や
新
し
い
価
値
の
付
加
は
、レ
ヴ
ィ
ン
が
制
作
し
た
ポ
リ

塩
化
ビ
ニ
ル
製
の
象
徴
的
な
靴
、
品
質
表
示
ラ
ベ
ル
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
劣

化
の
発
生
に
つ
い
て
明
記
す
る
川
久
保
の
ド
レ
ス
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る

だ
ろ
う（
註
24
）。

　

こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
非
現
実
的
で
困
難
な
介
入
的
な
保
存
修
復
処
置
を

提
案
し
施
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
ら
ず
、
用
い
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
が

ど
の
よ
う
に
劣
化
し
た
の
か
を
科
学
的
に
検
証
し
、
博
物
館・美
術
館
の
コ
レ
ク

お
わ
り
に

　

前
述
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
製
造
直
後
か
ら
の
崩
壊
す
な
わ
ち
劣
化

が
始
ま
る
。
劣
化
の
速
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
保
存
環
境
を
整
え
る
こ
と
で

可
能
で
は
あ
る
が
、
全
て
の
博
物
館・美
術
館
に
お
い
て
理
想
的
な
収
蔵
庫
を
備

え
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
作
品
に
対
す
る
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
接
合
、
充
填
や
強
化
な
ど
の
介
入
的
保
存
修
復
処
置
は
行
わ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
処
置
が
容
易
に
達
成
可
能
で
常
に
実
用
的
な
も
の
と

は
断
言
で
き
ず
、
現
実
的
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
用
い

た
美
術
作
品
保
存
修
復
で
は
、
作
品
の
画
像
、
構
成
材
料
、
制
作
技
法
、
作
家

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
含
む
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
、
新
し
い
技
術

を
用
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
デ
ー
タ
の
保
存
、
あ
る
い
は
、
ガ
ボ
が

行
な
っ
た
よ
う
に
、
作
家
と
の
契
約
や
著
作
権
に
従
い
な
が
ら
再
制
作
を
検
討

し
行
う
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
極
論
す

れ
ば
最
終
的
に
そ
の
よ
う
な
作
品
は
崩
壊
し
、
形
状
を
保
て
な
く
な
る
運
命

に
あ
る
か
ら
で
、
収
蔵・管
理
す
る
博
物
館・美
術
館
の
保
存
修
復
の
方
策
及
び

体
制
、
高
等
教
育
機
関
で
の
保
存
修
復
専
門
家
の
育
成
及
び
研
修
、
管
理
者
、

キ
ュ
レ
イ
タ
ー
や
保
存
修
復
専
門
家
な
ど
の
関
係
者
に
よ
る
情
報
の
発
信
及
び

共
有
に
つ
い
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
最
後
に
、
1
9
9
9
年
に
京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団（The K

yoto 

C
ostum

e Institute

）の
主
催
に
よ
る
展
覧
会「
身
体
の
夢
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン O

R 

見
え
な
い
コ
ル
セ
ッ
ト
」に
て
展
示
さ
れ
た
、
大
変
実
験
的
で
印
象
深
い
作
品
を

紹
介
し
た
い（
註
26
）。
こ
の
作
品
は
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
マ
ル
タ
ン・マ
ル

ジ
ェ
ラ（M

artin M
argiela, 1957-

）に
よ
る
も
の
で
、
数
台
の
人
台
に
服
を
着

装
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
服
に
て
バ
ク
テ
リ
ア
や
カ
ビ
を
培
養
し
た
、
屋
外
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
で
あ
っ
た（
図
6
、7
）。
生
物
や
菌
類
が
皮
膚
の
よ
う
に
発
育・増

殖
し
、
服
の
様
相
を
変
化
さ
せ
た
後
に
、
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
は
完
成

し
た
。
こ
の
一
連
の
流
れ
は
、「
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
や
が
て
消
滅
す
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン・シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
暗
示
が
こ
こ
で
も
独
自
の
方
法
で
試
み
ら
れ
る
。」

と
解
説
さ
れ
た
よ
う
に
、
展
示
の
時
間
や
空
間
が
限
定
さ
れ
、一
時
的
で
儚
い
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
で
あ
り
、
単
な
る
フ
ァッ
シ
ョ
ン
作
品
の
展
示
を
超
え
た

も
の
で
あ
っ
た（
註
27
）。
そ
し
て
、こ
の
作
品
は
、
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
劣
化
し
や
す
い
素
材
を
用
い
た
作
品
の
寿
命
、
も
し
く
は
、
製
造
、
使

用
、
崩
壊
、
も
し
か
し
た
ら
消
滅
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
あ
る
い
は
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト・

バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

図6, 7：
マルタン・マルジェラのインスタレーション
「身体の夢」展
京都国立近代美術館  1999年
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